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渥
美
半
島
の
古
道

吉
胡
貝
塚
の
近
く
に
あ
る
大
き
な
岩
。

そ
の
上
に
、
一
つ
の
常
夜
燈
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

蔵
王
山
を
背
に
し
て
、

田
畑
や
汐
川
を
見
渡
す
こ
の
場
所
に
、

な
ぜ
、
建
て
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
常
夜
燈
の
通
称
は
、「
矢
崎
灯
台
」。

実
は
、
こ
こ
を
行
き
交
う
船
の
、

航
路
の
目
印
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
な
の
で
す
。

お
よ
そ
４
０
０
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、

こ
の
常
夜
燈
の
近
く
に
、
田
原
湾
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

渥
美
半
島
は
、
そ
の
地
形
や
ま
ち
な
み
が
、

時
の
流
れ
と
と
も
に
、
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
道
」
も
そ
の
一
つ
。

「
古
道
」
の
足
跡
を
た
ど
れ
ば
、

先
人
た
ち
の
面
影
と
、
歴
史
の
息
吹
に
、

触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
進
む
た
め
の
、

「
道
し
る
べ
」
を
、

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

※現在の常夜燈は、昭和 10 年
に建て替えられたものです。

「
道
」は
、古
来
か
ら
情
報
や
物
資

を
伝
達
す
る
動
脈
で
あ
り
、

社
会
経
済
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。現
在
で
は
、私
た
ち
の
暮

ら
し
に
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。渥
美
半
島
の「
道
」に
も
、発
達
の

歴
史
や
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

三
方
を
海
で
囲
ま
れ
た
渥
美
半
島
は
、古

く
か
ら
海
上
交
通
が
盛
ん
で
す
。ま
た
、伊

勢
地
方
と
の
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
た
め
、最

短
距
離
で
あ
る「
海
の
道
」や「
湊み

な
と」が
発
達

し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
影

響
で
、「
陸お

か
の
道
」も
独
特
の
発
達
を
し
な
が

ら
、時
代
や
地
形
の
変
化
と
と
も
に
、栄
枯

盛
衰
の
歴
史
を
刻
み
ま
し
た
。

　

渥
美
半
島
の
古
い「
陸
の
道
」と
し
て
は
、

太
平
洋
沿
い
を
通
る「
伊
勢
街
道
」と
、三

河
湾
沿
い
を
通
る「
田
原
街
道
」と
呼
ば
れ

る
二
つ
の
街
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
世
に
栄
え
た
伊
勢
街
道
は
、東
海
道
の

白
須
賀
宿
を
分
岐
点
に
、伊
良
湖
ま
で
続

く
陸
路
を
中
心
と
し
、半
島
先
端
か
ら
の
海

路
を
含
め
て
の
通
称
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
世
に
栄
え
た
田
原
街
道
は
、同
じ
く

東
海
道
の
二
川
宿
や
吉
田
宿
を
分
岐
点
に
、

田
原
城
を
経
由
し
、半
島
の
先
端
ま
で
続
く

陸
路
の
通
称
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
に
残
る
二
つ
の
街
道
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渥美半島の古道

二
つ
の
街
道
は
、時
代
と
と
も
に
形
を

変
え
な
が
ら
も
、「
伊
勢
街
道
」は
現

在
の
国
道
42
号
と
、「
田
原
街
道
」は
国
道

２
５
９
号
と
、似
た
よ
う
な
ル
ー
ト
を
た
ど
っ

て
い
ま
し
た
。位
置
は
違
っ
て
も
、ど
ち
ら
の

「
陸
の
道
」も
、「
海
の
道
」と
密
接
な
関
係

を
持
って
い
ま
し
た
。

　

都
が
近
畿
地
方
に
あ
っ
た
中
世
か
ら
戦

国
時
代
に
か
け
て
、伊
勢
街
道
は
、都
や
伊

勢
参
り
、熊
野
詣
で
な
ど
に
向
か
う
人
々
が

行
き
交
い
ま
し
た
。寺
や
周
辺
の
村
々
も
、か

つ
て
は
こ
の
街
道
沿
い
に
あ
り
、に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。海
の

難
所
と
い
わ
れ
る
伊
良
湖
水
道
を
渡
る
船

旅
は
、決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。し
か
し
、尾
張
を
迂
回
し
、都
な
ど

へ
の
近
道
と
な
る
こ
の
ル
ー
ト
は
、当
時
と
し

て
は
魅
力
的
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
初
の
伊
勢
街
道
は
、現
在
の
国
道
42
号

よ
り
も
南
の
沿
岸
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。し

か
し
、た
び
重
な
る
海
岸
侵
食
や
地
震
で
海

に
落
ち
、次
第
に
そ
の
位
置
を
北
へ
と
移
し

て
い
き
ま
し
た
。宝
永
４
年（
１
７
０
７
）の

東
海
地
震
で
は
、津
波
に
よ
り
多
く
の
村
落

が
流
失
し
ま
し
た
。そ
れ
を
契
機
に
、暮
ら

北
へ
と
移
動
し
た﹁
伊
勢
街
道
﹂

し
の
中
心
も
、街
道
と
と
も
に
現
在
の
よ
う

な
高
台
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　　　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、東
海
道
な
ど
陸
路

の
整
備
が
進
み
、三
河
湾
沿
岸
で
海
上
運
輸

が
盛
ん
と
な
り
、「
湊
」が
発
達
し
て
き
た
こ

と
な
ど
か
ら
、伊
勢
街
道
に
替
わ
り
、三
河

湾
沿
い
の
田
原
街
道
が
、渥
美
半
島
の
主
要

な
街
道
と
な
って
い
き
ま
し
た
。

　

寛
永
12
年（
１
６
３
５
）に
、徳
川
家
光
が

参
勤
交
代
制
を
定
め
る
と
、吉
田
城（
豊
橋

市
）～
田
原
城
～
大
垣
新
田
藩
畠
村
陣
屋

（
福
江
町
）を
結
ぶ
田
原
街
道
は
、大
名
行

列
や
藩
士
の
通
る
道
と
し
て
、徐
々
に
整
備

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、経
済
が
近
代
化
し
、大
量
の
物

資
を
船
で
運
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、街
道
沿
い

の
船
倉
湊（
田
原
町
）や
畠
湊（
福
江
町
）が

大
い
に
栄
え
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
湊
か
ら
は
、

名
古
屋
や
江
戸
へ
、さ
ま
ざ
ま
な
商
品
や
年

貢
米
な
ど
が
輸
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、田
原
城
は
入
江
に
面
し
て
い
た
た

め
、田
原
藩
は
幕
末
、大
型
の
帆
船
を
所
有

す
る
な
ど
、海
を
活
用
し
た
藩
政
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。船
の
処
女
航
海
で
は
、伊
勢
参

り
に
行
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
代
化
の
証
﹁
田
原
街
道
﹂

259

23

42

1

船倉湊

畠湊

白須賀

静岡県愛知県

田原市

豊橋市

田原城跡
矢崎灯台

太平洋（遠州灘）

畠村陣屋跡

吉田城

宇津江坂

遠見番所

赤羽根漁港伊良湖岬

東観音寺

三河湾

二川

吉田

田原街道
伊勢街道
東海道

伊勢湾

久美原

和地

豊橋鉄道渥
美線

東海道本線
東海道新幹線

豊橋駅

三河田原駅

蔵王山

大山

◆ 近世の「伊勢街道」「田原街道」の街道図

※この図は、参考文献を基に現在の地形や交通
機関に街道を重ね合わせたもので、大まかな
人や物の流れを表現したものです。実際の
ルートは細かく入り組んでおり、時代ごとに
移り変わっています。
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▪東大寺の瓦
鎌倉時代、東大寺鎌倉再建
のための瓦が渥美で焼かれ、
海を渡り奈良に届けられま
した。伊良湖町にある窯跡
は、『伊良湖東大寺瓦窯跡』
として保存されています。

▪常夜燈
旧伊勢街道沿いでは、至る所で秋葉山常夜燈を
目にすることができます。海岸付近の森の中で、
ひっそりと風情あるたたずまいを見せているも
のもあります。

「
伊
勢
街
道
」が
発

達
し

た
背
景
に
は
、古
代
・
中
世
か
ら
の
伊
勢
と

の
つ
な
が
り
の
深
さ
が
あ
り
ま
し
た
。渥
美

半
島
に
は
、古
く
か
ら
伊
勢
神
宮
領
と
し
て

「
神
戸
」「
御
厨
」「
御
園
」が
点
在
し
て
お

り
、こ
れ
ら
の
地
名
が
今
も
残
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、景
勝
地「
伊
良
湖
」の
存
在
も
大

き
く
、時
の
歌
人
た
ち
も
、こ
の
地
を
訪
れ
て

い
ま
す
。平
安
末
期
に
は
、東
大
寺
再
建
の

資
金
調
達
の
旅
で
、西
行
法
師
が
伊
良
湖
に

上
陸
し
、伊
勢
街
道
を
通
っ
て
奥
州
に
向
か

い
ま
し
た
。ま
た
、江
戸
末
期
に
は
、渡
辺
崋

山
も
近
世
の
伊
勢
街
道
を
利
用
し
て
、伊
良

湖
や
神
島
へ
向
か
っ
て
お
り
、そ
の
旅
の
記
録

﹃
参
海
雑
志
﹄に
は
、「
赤
羽
根
遠
見
番
所
」

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪東
と う か ん の ん じ さ ん け い ま ん だ ら

観音寺参詣曼荼羅（東観音寺蔵）
東観音寺（豊橋市小松原町）が所蔵する参詣誘致の案
内図（時代不詳）。往来する人々でにぎわう伊勢街道の
姿が描かれています（図下方）。東観音寺は、かつて海
岸沿いにありましたが、宝永４年の東海地震による津
波で崩壊し、高台に移転されました。

▪西行法師の足跡
伊良湖港近くに、西行の歌
碑があります。西行は、諸
国を旅して多くの名歌を残
しました。

「巣鷹渡る 伊良湖が崎を疑
がひて なほ木に帰る 山帰
りかな」（歌集『山家集』）

▪渡辺崋山の『参海雑志』
渡辺崋山が描いた赤羽根遠
見番所。遠見番所とは、江
戸幕府が外国船を見張るた
めに設置した番所のこと
で、渥美半島では、ほかに
久美原や和地などにもあり
ました。戦国時代には、戸
田氏が、赤羽根に通行料を
徴収する関所を設けていた
こともありました。

今も感じられる
伊勢街道の香り

▪海路は冒険？
当時は、風が頼りの舟で海を渡っ
ていました。高度な航海術により、
海岸線を小刻みに、島から島へと
渡っていったと考えられています。
◦【絵】『参海雑志』から

◦太平洋岸の崖森にある常夜燈（南神戸）

◦東大寺軒丸瓦

◦東大寺軒平瓦
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渥美半島の古道

「
田
原
街
道
」が
主

流
と

な
っ
た
江
戸
時
代
に
は
、町
人
文
化
が
花
開

き
、一般
の
人
た
ち
も
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
、渥
美
半
島
を
旅
し
た
俳
人
の

中
に
松
尾
芭
蕉
が
い
ま
す
。芭
蕉
は
、吉
田

を
出
発
し
田
原
街
道
を
馬
で
伊
良
湖
へ
向

か
い
ま
し
た
。道
中
、江
比
間
や
保
美
で
句

を
詠
ん
だ
ほ
か
、伊
良
湖
で
は
、「
鷹
一つ 

見
つ

け
て
う
れ
し 

い
ら
ご
崎
」と
詠
ん
だ
有
名
な

句
を
残
し
ま
し
た
。

　

時
代
が
進
み
、明
治
31
年（
１
８
９
８
）に

は
、後
に
日
本
民
俗
学
の
重
鎮
と
な
る
柳
田

國
男
が
伊
良
湖
を
訪
れ
ま
す
。嵐
の
翌
日
、

國
男
は
恋
路
ヶ
浜
で
や
し
の
実
を
拾
い
ま
し

た
。東
京
に
戻
り
、こ
の
話
を
島
崎
藤
村
に

話
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
た
の
が
、

叙
情
詩﹃
椰
子
の
実
﹄で
す
。

▪五十三次名所図会「吉田」
田原街道の起点となる吉田（豊橋市）の
風景を描いたもの。江戸時代の旅人の風
情を垣間見ることができます。

▪宇津江坂
野田町と宇津江町の境にあ
る西山を抜ける山道。かつ
てはここを旅人が往来しま
した。道沿いの石垣に往時
の面影が残ります。

海を味方につけた？
往時の「田原城」

▪江戸時代の旅装束
旅が一般的になると、便利な
小物も増えてきました。道中
では、旅籠や渡し舟なども活
躍しました。

▪柳田國男逗留の地碑
伊良湖町にある柳田國男逗留の記
念碑。柳田は、明治 31 年夏の
約３か月間を伊良湖で過ごしまし
た。その滞在記『遊海島記』（明
治 35 年）は、日本民俗学の始ま
りの書といわれています。

田原城は文明 12 年（１４８０）ごろ、戸田宗
光によって築城されました。当時は海に囲まれ
ており、その湾の形から「巴

は

江
こう

城」とも呼ばれ
ていました。現在は市街地が広がっています。

◦田原城見取図。東・南側に田原湾が広がっていた

◦道中合羽

◦道中弁当箱
（豊橋市二川宿本陣資料館蔵）

◦小田原提灯
（上記３点：御厨野文庫蔵）

◦方位磁針
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福江港は、昭和 30 年代まで、豊橋や
蒲郡、名古屋、知多、伊勢などを結ぶ
重要な港でした。古来の儀式に由来し、
明治 34 年から伊勢神宮に絹糸を献上
する行事『お糸船』は、かつて福江港
から出航していました。福江の町は、
昭和初期には年間約５万人の乗降船人
員があり、にぎわっていました。宿や
花町、映画館も２つありました。娯楽
に飢えていた時代かもしれませんが、
楽しかったですね。

自動車のない昔は、船が
流通の主役でした。汐川
の船倉橋下流に醤油工場
やセメント工場があっ
て、しょっちゅう船が横
着けされていました。ト
ロッコなんかも見られま

したよ。わが家も砂利船を３隻持っていたので、二十歳の
ころは船で砂利を運んでいました。船倉周辺の人は、みん
な船を持ってい
て、川で働く仕
事が主流でした
ね。人がたくさ
ん集まって、い
つも活気があり
ました。

「
海
の
道
」は
、渥
美
半
島

の
道
の
歴
史

を
た
ど
る
上
で
、特
に
重
要
で
す
。陸
上
交

通
が
発
達
す
る
以
前
は
、こ
の
海
の
道
を
通

じ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
人
や
物
が
行
き
交
い
ま

し
た
。中
世
で
は
、渥
美
の
焼
き
も
の
が
中

山
湊（
中
山
町
）な
ど
か
ら
全
国
各
地
へ
流

通
し
ま
し
た
。ま
た
、伊
勢
神
宮
領
だ
っ
た

神
戸
町
に
は
、青
津
湊（
現
在
は
内
陸
）が

存
在
し
ま
し
た
。近
世
に
入
る
と
、田
原
街

道
沿
い
の
船
倉
湊
や
畠
湊
が
発
達
し
、伊
勢

だ
け
で
な
く
、豊
橋
や
蒲
郡
、知
多
、名
古
屋

な
ど
と
の
交
流
も
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

人や物が集まってきた船倉橋周辺
柴田 登さん（田原中部校区）

福江港から出航していた『お糸
い と

船
ぶ ね

』
川崎政夫さん（福江校区）

◦絹糸が『お糸船』に積み込まれる様子（昭和初期）

◦今 は な き 映 画 館
「福江劇場」（写真
は廃館後のもの・
年代不詳）

◦景気を支えたセメント工場（明治40年）

◦たくさんの芸妓で華やかだった田原市街地（年代不詳）

▪船倉湊の「いま」「むかし」
船倉橋は新しく付け替えられ、現在は船の姿は見えません。

▪福江（畠）湊の「いま」「むかし」
護岸が造成され、現在は主に漁港として活用されています。

いま

いま

むかし

むかし
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渥美半島の古道

現
在
、渥
美
半
島
の
大
動
脈
は
、国

道
２
５
９
号
や
42
号
、臨
海

道
路
、鉄
道
な
ど「
陸
の
道
」が
主
役
で
す
。

し
か
し
、臨
海
工
業
地
域
は
重
要
港
湾・三

河
港
の一
翼
を
担
い
、旅
客
の
定
期
便
が
発

着
す
る
伊
良
湖
港
や
漁
業
を
支
え
る
各
所

の
漁
港
な
ど
、「
海
の
玄
関
」も
健
在
で
す
。

「
道
」は
人
や
物
だ
け
で
な
く
、文
化
や
情

報
を
運
ぶ
生
命
線
で
す
。高
速
道
路
へ
の
ア

ク
セ
ス
時
間
短
縮
や
フ
ェ
リ
ー
存
続
問
題
な

ど
、身
近
な「
道
」の
課
題
に
つ
い
て
も
、私
た

ち
は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▪三河港大橋と田原湾（三河港）
現在、渥美半島の陸の玄関口となっている三河港大橋。臨海工業
地域には 60 社を超える企業が進出し、産出額日本一の農業とと
もに、田原市の屋台骨を支えています。物流は主に道路が活用さ
れていますが、ここから運搬船で海外へ自動車が輸出されるなど、
今でも「海の道」は重要な役割を果たしています。

まぼろしの「田原街道」
鉄道延伸計画
渥美半島への鉄道敷設が計画されたのは明治
時代。大正 13 年から順次開通し、一時は黒川
原（大久保町）まで運行されていました。福
江を通り、中山や堀切までの延伸も計画され、
一部の路盤工事も完了していました。しかし、
第二次世界大戦の影響で工事は止まり、三河
田原～黒川原間のレールも、資材転用のため
撤去されてしまいました。その後も、鉄道は
延伸されることなく、現在は三河田原～新豊
橋間のみが運行されています。

◦今も国道２５９号沿いで見られ
る鉄道敷の遺構（写真中央の左右
に伸びる・石神町）

◦かつてはこの先に
もレールが延びて
いた（三河田原駅）

▪伊良湖港
「海の道」と「陸の道」を結ぶ交通の要衝。港だけ
でなく道の駅クリスタルポルトもあります。（㊤昭
和 40 年ごろの伊良湖岬㊦現在の伊良湖港）

参考文献
『田原町史』『赤羽根町史』『渥美町史』『広報たはら』『愛知県歴史の道調査報
告書―田原街道・伊勢街道―』『渥美町郷土資料館特別展 古道』

▪ケーブルテレビ版「古道特集」をインターネットで
今回の特集の動画を見ることができます。文人や歌人にスポットを当てていま
す。　 http://www.city.tahara.aichi.jp/　→左側の「市政テレビ番組」から
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﹁
自
転
車
安
全
利
用
五
則
﹂を
守
ろ
う

　

自
転
車
は
歩
行
者
と
違
い
、道
路
交
通

法
で「
車
両
」と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、「
自
転
車
安
全
利

用
五
則
」を
守
り
、「
正
し
く・楽
し
く・安
全

に
」利
用
し
ま
し
ょ
う
。

₁
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、歩
道
は
例
外

₂
車
道
は
左
側
を
通
行

₃
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、車
道
寄
り
を
徐
行

₄
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止

　

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認

₅
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

次
の
よ
う
な
運
転
も
危
険
で
す
！

◦
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら

◦
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら

◦
傘
を
さ
し
な
が
ら

　

こ
れ
ら
に
加
え
、ブ
レ
ー
キ
の
付
い
て

い
な
い
競
技
用
自
転
車
で
の
走
行
は
危
険

で
す
の
で
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課
☎
23
局
３
５
０
４

自
転
車
は
、幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

誰
で
も
手
軽
に
利
用
で
き
る
身
近

な
交
通
手
段
で
す
。最
近
で
は
、燃
料
を
使

わ
な
い
ク
リ
ー
ン
な
乗
り
物
と
し
て
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。ま
た
、通
勤・通
学

だ
け
で
な
く
、健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ・レ

ジ
ャ
ー
の
道
具
と
し
て
、そ
の
利
用
人
口
や

使
用
形
態
、車
種
な
ど
が
大
幅
に
増
加
し
て

き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、特
に
都
市
部
に
お
い
て
、自
転
車

利
用
者
の
ル
ー
ル・マ
ナ
ー
違
反
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、自
転
車
の
良
好

な
通
行
環
境
の
確
保
、自
転
車・歩
行
者
双

方
の
安
全
確
保
が
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
、

今
一度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
自
転
車
は

「
正
し
く
・
楽
し
く
・
安
全
に
」

◦ドライバーによる自転車への安
全配慮も求められています。

2
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
度
調
査

田
原
市
が
全
国
第
１
位
に

日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
誌
が
行
っ
て
い
る「
全

国
都
市
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
度
調
査
」

で
、田
原
市
が
全
国
第
１
位（
対
象
６
３
０

市
中
）と
な
り
ま
し
た
。2
位
に
は
豊
田
市
、

3
位
に
は
三
鷹
市
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」と
は「
持
続
可
能
な
」

と
い
う
意
味
で
、「
環
境
保
全
度
」「
経
済
豊

か
さ
度
」「
社
会
安
定
度
」の
発
展
の
バ
ラ
ン

ス
が
順
位
付
け
の
評
価
基
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。田
原
市
は
、前
回（
Ｈ
21
）、前
々
回（
Ｈ

19
）の
第
８
位
か
ら
の
躍
進
と
な
り
ま
し

た
。特
に
、エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
導
入・普

及
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

田原市ホームページに掲載

有料バナー広告を募集しています
募集枠数　　８枠
掲載位置　　田原市ホームページ：トップページ
　　　　　　（下段および右側／右側は１枠にランダム表示）
掲載規格　　GIF または JPEG 形式の静止画／縦 60 ピクセル

×横 170 ピクセル／容量 10KB 以下／カラー
掲載料　　　月額１０，０００円（１か月単位で最大 12 か月連続可）
参考情報　　月間アクセス数（トップページ）：約２０，０００件
募集期間　　随時（空き枠があれば継続募集）
応募方法　　広報秘書課にある「田原市ホームページ広告掲載申

込書」に必要書類を添えて直接または郵送にて／申込書はホー
ムページからダウンロード可／直接持参の場合は執務時間内

その他　　　詳細は「田原市広告取扱要綱」「田原市広告掲載
基準」「田原市ホームページ広告掲載
要領」「田原市ホームページ広告募集
要項」をご覧ください／要綱などは広報
秘書課で配布のほか、市ホームページ
からダウンロード可

選考方法　　田原市広告審査委員会の
審査および要領の規定に基づき決定

▶広報秘書課
　〒 441-3492（住所不要）
　☎ 22 局０１３８
　　 koho@city.tahara.aichi.jp　 ８枠
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●
東
部
中
学
校　

川
崎
千
春

　

私
は
海
外
派
遣
で
、伝
え
た
い
気
持
ち
が
あ

れ
ば
、相
手
に
伝
わ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

言
葉
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や

絵
で
伝
え
ま
し
た
。う
ま
く
伝
え
ら
れ
た
と
き

は
、お
互
い
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

●
田
原
中
学
校　

牧
野
恵
耶

　

海
外
交
流
に
参
加
し
、ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
人

た
ち
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。と
て

も
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
取
り
方
が
上
手
で
、勉

強
に
な
り
ま
し
た
。学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の

生
活
で
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
野
田
中
学
校　

河
合
桃
花

　

今
回
の
海
外
交
流
を
通
し
て
、気
持
ち
を
表

す
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。文
化
は
違
っ

て
も
笑
顔
は
万
国
共
通
で
す
。こ
れ
か
ら
の
海

外
交
流
で
は
、言
葉
と
と
も
に
笑
顔
や
身
振
り

で
も
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
赤
羽
根
中
学
校　

髙
木
智
香

　

 

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
人
の
良

さ
」で
す
。と
て
も
気
づ
か
って
い
た
だ
き
、心
配

す
る
こ
と
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、交
流
の
輪
を
広
げ
、多
く
の
人
と

関
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
伊
良
湖
岬
中
学
校　

小
久
保
奈
那
実

　
「
ま
ち
が
え
る
こ
と
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
先
生
の
言
葉
が
心
に

残
って
い
ま
す
。何
事
に
も
恐
れ
ず
、チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
す
る
心
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
福
江
中
学
校　

清
田
安
里

　

ア
メ
リ
カ
の
授
業
で
は
、み
ん
な
積
極
的
に
質

問
し
、意
見
交
換
を
し
て
い
る
姿
を
見
ま
し
た
。

私
も
失
敗
を
恐
れ
ず
、自
分
の
考
え
を
み
ん
な

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

●
泉
中
学
校　

内
柴
七
海

　

失
敗
を
笑
い
と
ば
し
て
く
れ
る
明
る
さ
、心
の

雄
大
さ
に
支
え
ら
れ
た一週
間
で
し
た
。震
災
後

の
日
本
に「
つ

ら
い
と
き
は
一

緒
に
が
ん
ば
ろ

う
」と
い
う
言

葉
を
い
た
だ

き
、何
よ
り
う

れ
し
く
、心
に

残
って
い
ま
す
。

■
団
長　

大
和
貞
雄（
泉
中
学
校
長
）

　

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
で
迎
え
た
誕
生
日
は
、特
別

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、店
の

ス
タ
ッフ
が
勢
揃
い
し
、歌
と
ケ
ー
キ
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
！
長
年
か
け
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
両
市
の
友

好
関
係
の
恩
恵
を
、随
所
で
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

■
引
率　

鬼
頭
美
樹（
伊
良
湖
岬
中
学
校
教
諭
）

　

高
校
生
の
と
き
、海
外
派
遣
で
訪
れ
た
ジ
ョ
ー

ジ
タ
ウ
ン
。姉
妹
都
市
提
携
二
十
一年
の
歳
月
が
、

お
互
い
の
距
離
を
縮
め
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。別
れ
際
に
流
れ
る
涙
が
、交
流
の
充
実
感
を

物
語
っ
て
い
ま
し
た
。新
た
に
結
び
つ
い
た
関
係

を
、大
切
に
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

笑
顔
で
伝
え
よ
う
！
海
外
交
流

　

田
原
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
へ
、

市
内
の
中
学
生
７
名
と
引
率
２
名
が
訪
問
し
ま
し
た
。
一
行

は
、
９
月
25
日
︵
日
︶
～
10
月
２
日
︵
日
︶
の
８
日
間
、

現
地
の
学
校
で
の
授
業
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

▼
学
校
教
育
課
☎
23
局
３
６
７
９

　

海
外
交
流
を
終
え
て

◦ジョージタウン市長と一緒に記念撮影

◦プレゼント交換

◦お互い自己紹介◦到着時の歓迎の様子

　

言
葉
や
習
慣
の
違
い
に
不

安
を
抱
き
な
が
ら
の
海
外
交

流
で
し
た
が
、
米
国
で
得
た

経
験
は
中
学
生
た
ち
の
宝
物

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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な
お
、
受
信
場
所
が
変
わ
っ
て
も
通
報

手
順
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話

か
ら
「
１
１
９
」
で
つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
聴
覚
障
害
が
あ
る
方
が
利
用
し

て
い
る
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
緊
急
通
報
も
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
直
接
受
け
付
け
る
ほ

か
、
新
た
に
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の

電
子
メ
ー
ル
で
の
緊
急
通
報
も
受
信
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

１
秒
で
も
早
く
救
急
車
・
消
防
車
が
現

場
に
到
着
で
き
る
よ
う
、
通
報
時
に
は
指

令
員
の
指
示
に
従
い
、
落
ち
着
い
て
お
話
し

く
だ
さ
い
。

▼
消
防
署
☎
23
局
０
１
１
９

▼
福
祉
課
☎
23
局
４
６
５
４

食
べ
物
が
の
ど
に
つ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

食
べ
物
な
ど
異
物
が
の
ど
に
詰
ま
る
と
、

窒
息
か
ら
死
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

冬
に
な
る
と
、
お
餅
な
ど
を
詰
ま
ら
せ
て

救
急
搬
送
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
異
物
を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
っ
た

場
合
の
対
応
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
窒
息
と
判
断
し
た
ら
⋮

　
「
声
が
出
せ
な
い
」「
顔
が
青
い
」「
苦

し
そ
う
に
の
ど
を
つ
か
む
」
な
ど
の
症
状

が
あ
れ
ば
、
窒
息
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
次
の
と
お
り
対
応
し
て
く

だ
さ
い
。

❶
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報

❷
異
物
除
去
を
実
施

　

咳
は
異
物
除
去
に
最
も
効
果
的
で
す

が
、
自
分
で
で
き
な
い
場
合
は
、
次
の
異

物
除
去
法
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
異
物
が
取
れ
る
ま
で
行
い
、
反
応
が
な

く
な
っ
た
場
合
は
心
肺
蘇
生
法
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◦
腹
部
突
き
上
げ
法

❶
患
者
の
後
ろ
に
回
り
ま
す
。

❷
片
手
で
握
り
拳
を
作
り
、へ
そ
よ
り
上
、み

ぞ
お
ち
よ
り
や
や
下
に
当
て
ま
す
。も
う

片
方
の
手
を
重
ね
、手
前
上
方
に
む
か
っ

て
素
早
く
圧
迫
し
ま
す
。

❸
内
臓
を
傷
め
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
異

物
が
取
れ
た
場
合
で
も
医
師
の
診
察
を

受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※
妊
婦
、乳
児
に 

　

は
実
施
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
背
部
叩こ
う
だ打
法

❶
患
者
の
後
ろ
に
回
り
ま
す
。

❷
患
者
の
両
肩
甲
骨

の
間
を
手
の
平
の

付
け
根
で
力
強
く

何
度
も
連
続
し
て

叩
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
か
ら
、
１
１
９
番
通
報

の
受
信
場
所
が
現
在
の
田
原
市
消
防
署
通

信
室
か
ら
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
（
豊
橋
市

中
消
防
署
内
）
に
変
わ
り
ま
す
。

　

東
三
河
５
市（
豊
橋
・
豊
川
・
蒲
郡
・
新
城
・

田
原
）す
べ
て
の
１
１
９
番
通
報
を
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
で
受
信
し
、消
防
車
や
救
急
車

の
出
動
指
令
を
一
括
し
て
行
い
ま
す
。ま
た
、

指
令
セ
ン
タ
ー
機
器
が
新
し
く
な
り
、携
帯

電
話
で
の
通
報
位
置
表
示
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、あ
る
程
度
の
場
所
の
特
定
が
可
能
と
な

り
、出
動
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一度

　

異
物
除
去
法
な
ど
を
ご
紹
介

　

３
月
か
ら
１
１
９
番
通
報
の

　

受
信
場
所
が
変
わ
り
ま
す

田原市豊橋市
豊川市 蒲郡市蒲郡市

新城市

119 番通報

●消防指令センター
　（豊橋市中消防署）

指令

５市すべての通報を
１か所で受信

出動より早く！！

■東三河５市の１１９番通報の流れ（H24／3～）

平成23 年12月1日 　  　　　　　　　　│ 10 │



　

消
防
団
に
あ
な
た
の
力
を
！

　

消
防
団
は「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」と
い
う
志
を
持
っ
た
方
々
が

消
防
団
員
と
な
り
、
消
防
・
防
災
に
お
け

る
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、

私
た
ち
の
ま
ち

の
安
心
と
安

全
を
守
っ
て
い

ま
す
。

《
入
団
資
格
》

❖
田
原
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
満
18
歳
以

上
の
方
で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

各
地
区
で
消
防
団
員
が
勧
誘
に
伺
い
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
消
防
課
消
防
係
☎
23
局
４
０
７
３

⑩
辞
退
、辞
職
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
細
か
い
石
、小
石
。国
家「
君
が
代
」

に
も
登
場

④
値
打
ち
の
あ
る
も
の
の
た
と
え

「
○
○
の
卵
」

⑤
絵
を
描
く
こ
と
を
職
業
と
す
る
人

⑦
木
の
実
な
ど
を
好
む
森
林
に
棲
む

動
物

⑨
人
と
し
て
の
情
け
、思
い
や
り

⑪
最
近
で
は
こ
れ
を
す
る
男
性
の
こ
と

を
イ
ク
メ
ン
と
呼
ぶ

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
31
日（
土
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え　

セ
ツ
デ
ン
】

（
応
募
総
数
65
通
中
、正
解
64
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
正
月
の
元
日
か
ら
三
日
ま
で
の
３
日
間

②
こ
よ
み「
西
○
○
２
０
１
１
年
」

③
２
つ
の
物
体
が
互
い
に
引
き
合
う
力

⑥
物
事
の
良
し
悪
し
を
直
感
的
に
感
じ
と
り

判
断
す
る
能
力「
○
○
が
働
く
」

⑧
数
を
表
す
の
に
用
い
る
記
号
や
文
字

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑨

⑧⑤ ⑥ ⑦

⑩

②C ③

④

①Ａ

⑪B

Ｄ

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞

　

田
原
市
防
火
協
会
の
平
成
23
年
度
防
火

ポ
ス
タ
ー
展
に
お
い
て
、
森
下
萌も
え
か香
さ
ん

（
中
山
小
学
校
６
年
）
の
防
火
ポ
ス
タ
ー

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、愛

知
県
の
主
催
す
る
平
成
23
年
度
防
火
作
品

展
に
お
い
て
も
、愛
知
県
知
事
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。作
品
は
、防
火
ポ
ス
タ
ー
と
し

て
、防
火
啓
発
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▼
消
防
課
予
防
危
険
物
係
☎
23
局
４
０
７
４

▲森下萌香さんの作品
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農
地
利
用
集
積
促
進
員
が
決
定

農
地
の
売
買
・
貸
借
の
仲
介
や

有
効
利
用
の
促
進
を
行
い
ま
す

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

事
業
や
農
業
委
員
会
活
動
の
円
滑
な
実
施

を
促
進
す
た
め
に
農
地
利
用
集
積
促
進
員

が
設
置
さ
れ
、
９
月
１
日
に
決
定
し
ま
し

た
。
業
務
の
内
容
は
﹁
農
地
の
売
買
や
貸

借
の
仲
介
﹂﹁
農
地
の
有
効
利
用
の
促
進
﹂

な
ど
で
す
。

　

任
期
は
、
平
成
26
年
７
月
27
日
ま
で
で

す
。
農
業
委
員
は
農
地
利
用
集
積
促
進
員

を
兼
務
し
ま
す
の
で
農
業
委
員
会
委
員
以

外
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

無
断
転
用
は
法
律
違
反
で
す
！

農
地
を
宅
地
な
ど
に
転
用
す
る
に
は

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
は
、

地
目
が
﹁
農

地
﹂
で
あ
れ

ば
耕
作
さ
れ

て
い
な
く
て

も
農
地
と
し

て
み
な
さ

れ
、
地
目
が
農
地
で
な
く
て
も
耕
作
さ
れ

て
い
れ
ば
農
地
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

農
地
転
用
許
可
制
度
は
、
優
良
農
地
の

確
保
と
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

●
農
地
転
用
と
は

　

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅
、
資
材

置
場
、
駐
車
場
な
ど
農
地
以
外
の
用
地
に

転
換
す
る
こ
と
で
す
。
一時
的
に
資
材
置
場

な
ど
に
利
用
し
て
も
転
用
に
な
り
ま
す
。

●
農
地
を
転
用
す
る
場
合

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
事
前
に
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
農
地
法
第
４
条
許
可
︼

自
分
名
義
の
農
地
を
、
自
分
で
宅
地
や

駐
車
場
・
資
材
置
場
な
ど
に
す
る
と
き

︻
農
地
法
第
５
条
許
可
︼

自
分
名
義
以
外
の
農
地
を
買
っ
た
り
借

り
た
り
し
て
、
宅
地
や
駐
車
場
・
資
材

置
場
な
ど
に
す
る
と
き

●
許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場
合

　

許
可
ど
お
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
場
合

　

い
ず
れ
も
農
地
法
違
反
で
す
。
工
事
の

中
止
、
原
状
回
復
な
ど
の
命
令
が
な
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

◎
違
反
転
用

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
は
１
億
円
以
下
の

罰
金
）

◎
違
反
転
用
に
お
け
る
原
状
回
復
命
令
違
反

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
は
１
億
円
以
下
の

罰
金
）

氏名 電話番号 校区

木下和洋 22局3360 田原東部

菰田安昭 22局1022 童浦

藤城義徳 22局1458 童浦

朝倉司之 27局0336 神戸

目良幸 25局0387 野田

河合年宏 25局0137 野田

渡 政明 45局2836 高松

横田　均 45局2689 赤羽根

鈴木春彦 37局0365 泉

田中雅樹 32局2471 清田

小野久仁雄 32局2292 福江

森下順司 32局1312 中山

本田敏郎 35局1209 亀山

齋藤勇治 35局6064 伊良湖

河合信彦 38局0404 和地

▪農地利用集積促進員（農業委員会委員を除く）

☎23局3519／FAX22局3817
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出

受
付
期
間
は
１
月
10
日
火
ま
で

　

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
法
律
に
よ
り
農

業
委
員
会
の
選
挙
権
の
あ
る
人
か
ら
の
申

請
に
基
づ
い
て
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
は
、
提
出
さ
れ

た
申
請
書
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住

所
を
有
し
、
平
成
４
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

❶
耕
作
面
積
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で

耕
作
を
営
む
方

❷
❶
の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
の
親
族

で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に

従
事
す
る
方

❸
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
を
営

む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま

た
は
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
耕
作
に
従
事
す
る
方

●
申
請
書
の
配
布

関
係
す
る
世
帯
に
は
12
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
選
挙
権
の
あ
る
方
で
申
請
書

が
届
か
な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
請
書
の
提
出

平
成
24
年
１
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
、

市
農
業
委
員
会
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
に

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
さ
れ
る
申
請
書
に
は
、
返
信
用

封
筒
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

農
業
委
員
会
へ
届
出
が
必
要
で
す

権
利
を
取
得
し
た
方
が
届
出
を

　

相
続
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
の
権
利
を
取

得
す
る
場
合
は
農
地
法
に
よ
る
許
可
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
地
の
あ

る
市
町
村
の
農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要

で
す
。
権
利
が
確
定
（
相
続
登
記
な
ど
）

し
た
時
点
で
、
権
利
を
取
得
し
た
方
が
届

出
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

農
地
改
良
に
は

農
業
委
員
会
へ
届
出
が
必
要
で
す

優
良
農
地
の
確
保
と
安
定
経
営
の
た
め
に

　

所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
が
農
地
を
農
地

と
し
て
改
良
す
る
た
め
に
埋
め
立
て
盛
土

工
事
（
転
用
を
伴
う
も
の
は
除
く
）
を
す

る
場
合
に
は
、
工
事
前
に
農
地
改
良
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
優
良
農

地
の
確
保
や
農
業
経
営
の
安
定
を
目
的

に
、
農
地
法
に
違
反
す
る
転
用
行
為
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
で
す
。

　

農
地
改
良
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
工

事
の
内
容
を
確
認
し
、
耕
作
に
適
す
る
土

で
埋
め
立
て
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
工
事
を
業
者
任
せ
に
せ
ず
、
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
現
地
の
状
況
を

常
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
は
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

管
理
不
足
の
農
地
は

不
法
投
棄
や
火
災
発
生
の
原
因
に

　

遊
休
農
地
が
発
生
す
る
と
、
雑
草
が
生

い
茂
り
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
火

災
の
発
生
な
ど
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ

り
、
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

農
地
の
所
有
者
や
農
地
を
借
り
て
い
る

方
は
、
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
転
用
許
可
後
は

地
目
変
更
の
手
続
き
を

登
記
簿
上
の
地
目
変
更
は
申
請
が
必
要
で
す

　

農
地
転
用
（
一
時
転
用
を
除
く
）
許
可

後
、
転
用
目
的
の
と
お
り
工
事
が
完
了
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
簿
上
の

地
目
が
農
地
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
土
地

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
た
と
し
て

も
、
法
務
局
で
地
目
変
更
登
記
を
し
な
い

限
り
登
記
簿
上
の
地
目
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
地
目
変
更
登
記
に
は
農
地
転
用

の
許
可
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。
許
可
書

を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
農
業
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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歳出 予算額 277億8,140万円
支出済額 116億2,585万円

執行率
41.8%

予算額　   2億5,579万円

支出済額　1億2,795万円

32億2,050万円

13億8,715万円

73億5,581万円

31億9,183万円

24億9,150万円

7億5,397万円

9,669万円

2,479万円

15億5,713万円

4億   378万円

22億4,663万円

18億8,523万円

33億5,061万円

8億7,529万円

17億1,688万円

5億1,975万円

22億1,044万円

8億4,773万円

0円

0円

2,762万円

0円

05101520253070 35・・・・・・

16億   833万円

32億5,176万円

（億円）

執行率 50.0％

43.1％

43.4％

30.3％

25.6％

25.9％

83.9％

26.1％

30.3％

38.4％

0.0％

49.5％

0.0％

議 会 費
　
総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

そ の 他

議会の活動に要した経費

選挙、コミュニティ、戸籍、庁舎の維持管理などに要した経費

児童、高齢者、障害者などを対象とした福祉事業に要した経費

保健事業や環境保全、ごみ処理などに要した経費

失業対策や勤労者のために要した経費

農業、畜産業、水産業、林業の振興に要した経費

商工業や観光の振興に要した経費

道路、公園、河川の整備、街づくり、緑化の振興などに要した経費

火災予防や防火活動、防災活動、救急救助活動などに要した経費

学校、生涯学習、図書館、博物館、スポーツ・文化振興などに要した経費

災害によって生じた被害の復旧に要した経費

市債として借りたお金に利子をつけて返済した経費

上記以外のものに要した経費

（四捨五入）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、年２回公表しています。今回は平成23年度上半期（平成23年４月
～９月）の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は１万円未満を切り捨てているため、合計の金
額が合わない場合があります。　 ▼財政課☎２３局３５９１

■一般会計

■借入金の状況 ■主な市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など ３３８万５，９５７㎡

建物 市役所・学校など ３９万６，１３５㎡

基金 財政調整基金など １４１億６，４９４万円

出資による権利 （財）崋山会など ４億４，８３９万円

一般会計
271億4,483万円

特別会計
114億3,338万円 教育債

44億6,755万円

土木債 34億530万円
その他（総務債・衛生債・民生債・公営住宅債など）

68億5,074万円

公共下水道事業特別会計
88億3,749万円

農業集落排水事業特別会計
25億9,588万円

総額●385億7,821万円

【借入金】
多額の経費を必要
とする事業を行う
場合に、国などから
借りるお金のこと。

臨時財政対策債
67億8,892万円

減収補てん債
35億円

減税補てん債 21億3,230万円
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財政状況を公表します
■一般会計

平成23年度
上 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
給食センター給食費特別会計 ３億     ６６５万円 ９，９４１万円 ３２．４％ ９，８５２万円 ３２．１％
国民健康保険特別会計 ７１億４，３３５万円 ２９億６，１７７万円 ４１．５％ ３１億５，８２２万円 ４４．２％
公共下水道事業特別会計 １２億８，９９０万円 ５億３，１４１万円 ４１．２％ ４億４，８４２万円 ３４．８％
農業集落排水事業特別会計 ９億４，５７６万円 ２億６，５７９万円 ２８．１％ １億６，８４３万円 １７．８％
田原福祉専門学校特別会計 １億１，７８７万円 ８，１００万円 ６８．７％ ５，１３２万円 ４３．５％
介護保険特別会計 ３４億９，４０６万円 １９億１，３３０万円 ５４．８％ １４億４，５２２万円 ４１．４％
中心市街地商業等活性化事業特別会計 ３，４８７万円 ０万円 ０．０％ ８８９万円 ２５．５％
後期高齢者医療特別会計 ６億１，２４１万円 １億８，４４２万円 ３０．１％ １億 　７５４万円 １７．６％

合計 １３９億４，４９０万円 ６０億３，７１３万円 ４３．３％ ５４億８，６５８万円 ３９．３％

■特別会計

予算額　   133億5,242万円

収入済額　 93億2,001万円

16億3,487万円

7億8,984万円

19億1,142万円

22億8,693万円

３億3,413万円

1億4,524万円

4億1,806万円

2億   277万円

22億3,351万円

9億4,604万円

13億9,915万円

1億6,247万円

6,271万円

2,979万円

64万円

64万円

27億8,461万円

0円

9億7,257万円

11億1,313万円

3億7,927万円

1億2,640万円

22億9,800万円

市 税

地方譲与税等

地 方 交 付 税

分担金・負担金

使用料・手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

2001501000 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20（億円）

収入率

歳入 予算額 277億8,140万円
収入済額 151億2,329万円

収入率
54.4%

69.8％

48.3％

119.6％

43.5％

48.5％

42.4％

11.6％

47.5％

100.0％

0.0％

114.5％

33.3％

0.0％

市民税や固定資産税など市民の皆さんから納付していただいた税金

国の税収入の中から一定の基準により市に配分されたお金

市の財政状況に応じて国から交付されたお金

市が行う事業に関して利益を受ける方から納められたお金

市の施設を利用するとき、市が行う特定の事務に対して納付されたお金

市が行う特定の事業に対して国から交付された負担金や補助金など

市が行う特定の事業に対して県から交付された負担金や補助金など

市が所有する財産を貸付け・出資・売払いしたことによって生じたお金

市民や団体、事業者の方からの寄附金

特別会計や基金から一般会計に繰り入れたお金

前年度の決算で生じた繰越金

ほかの収入科目に含まれない預金利子や貸付金返済金、雑入などのお金

市が大きな事業などを行うために国や金融機関から借り入れたお金 0円

（四捨五入）
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

10

11

　

11
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）の
２
日
間
、田
原
市

長
杯
少
年
野
球
交
流
大
会
が
渥
美
運
動
公
園
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。伊
勢
湾
口
道
路
早
期
実
現
を

目
指
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
同
大
会
に
、今
年
は

田
原
市
12
チ
ー
ム
、豊
橋
市
１
チ
ー
ム
、伊
勢
・
志
摩

11
チ
ー
ム
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

友
情
の
架
け
橋
で

つ
な
が
る
絆き

ず
な

11
月
５
日［
土
］

▲力強く選手宣誓を行った宿
し ゅ く た そ

田曽スポーツ少年団の橋本展
てん

征
せい

主将
【Ａブロック優勝】童浦スポーツ少年団
【Ｂブロック優勝】安

あ ら し ま

楽島野球スポーツ少年団（鳥羽市）

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

❖
全
国
の
舞
台
で
見
事
３
位
入
賞
！

▪
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

︵
神
奈
川
県
横
浜
市
［
10
／
28
～
30
］︶

　

男
子
１
０
０
ｍ
で
３
位
入
賞（
11
秒
68
）を
果
た

し
た
和
田
瑞み
ず
き輝
く
ん（
田
原
中
１
年
）が
市
長
に
喜

び
を
報
告
し
ま
し
た
。　

ま
た
、女
子
１
５
０
０
ｍ

に
も
、
伊
藤
早さ

き紀
さ
ん
（
赤

羽
根
中
２
年
）
が
出
場
し

ま
し
た
。

▲「去年はけがをしたが、その悔しさが今年の結果につながった。目標の
３位入賞を果たせてうれしい」と喜びを語った和田くん（中央）

　

表
浜
自
然
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
大
草

か
ら
久
美
原
ま
で
の
太
平
洋
岸
で
開
催
さ
れ
、約

２
０
０
０
名
が
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。侵
食
が

進
む
海
岸
の
現
状
と
表
浜
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
。親
睦
会
場
の
大
草
海
岸
で
は
、地
元
住
民

手
づ
く
り
の
鍋
が
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
豊
か
な
表
浜
は

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
！

11
月
12
日［
土
］

▲フラッグに向かって砂浜を全力で駆ける子どもたち（ビーチフラッグス大会）
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

10

11

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、中

部
保
育
園
・
小
中
山
保
育
園
・
蔵
王
幼
稚
園
・
赤
石

幼
稚
園
で
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。参

加
し
た
２
２
１
名（
４
園
計
）の
園
児
た
ち
は
、音

楽
に
合
わ
せ
て
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
、そ
れ
ぞ

れ
の
園
周
辺
で
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
清
田
保
育
園
・
中
山
保
育
園
で
も
12
月
初
旬
に
実

施
予
定
）

火
の
用
心
を

お
願
い
し
ま
す
！

11
月
１
日［
火
］

▲「火の用心！」と元気よく沿道で呼びかける園児たち【写真は小中山保育園】

　

田
原
市
民
ま
つ
り
が
田
原
文
化
会
館
周
辺
で
開

催
さ
れ
、家
族
連
れ
な
ど
約
４
万
名
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。今
年
新
た
に
行
わ
れ
た「
ブ
ラ
バ
ン

選
手
権
」で
は
ブ
ラ
ス
バン
ド
15
団
体
が
見
事
な
演
奏

で
観
客
を
魅
了
し
た
ほ
か
、恒
例
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
催
さ
れ
、田
原
の
魅
力

が
あ
ふ
れ
る一日
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
が
交
流
！

田
原
の
魅
力
発
信
！

10
月
23
日［
日
］

▲じゃん田
だ ら

原゙りん踊りコンテスト。全10チームが個性を生かして熱演！【写真は優勝チーム】舞風～ひらり～
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次
の
方
々
が
、
永
年
に
わ
た
る
功
績
を

称
え
ら
れ
、
叙
勲
・
褒
章
の
栄
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
平
成
23
年
秋
の
叙
勲

▪
瑞ず

い
ほ
う
ち
ゅ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

宝
中
綬
章

大
呂
義よ
し
お雄
（
豊
橋
技
術
科
学
大
学
名
誉

教
授
／
教
育
研
究
功
労
／
田
原
町
）

※
教
育
研
究
分
野
に
ご
尽
力

▪
旭き

ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章

能

寛か
ん
ど
う道
（
元
田
原
町
議
会
議
員
／
地

方
自
治
功
労
／
長
野
県
松
本
市
）

※
町
政
の
発
展
に
ご
尽
力

■
第
17
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▪
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

粕
谷
厚あ
つ
お夫
（
元
県
警
部
補
／
警
察
功
労

／
伊
良
湖
町
）

※
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
ご
尽
力

■
平
成
23
年
秋
の
褒
章

▪
藍ら

ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

原
功こ
う
い
ち一
（
田
原
防
犯
協
会
連
合
会
常
任

理
事
／
防
犯
功
績
／
福
江
町
）

※
地
域
の
防
犯
活
動
に
ご
尽
力

　

心
肺
蘇
生
法
や

Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
、
異

物
除
去
法
な
ど
を

学
ぶ
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
12
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽
根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
16
日（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

　

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
東
三
河
地
域
に
在
住
・
在
勤
の

方
（
未
就
学
児
不
可
）　

▼
日
時
＝
平
成

24
年
１
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所
＝
新
城
文
化
会
館　

▼
内
容
＝

【
講
演
会
】
防
災
教
育
の
大
切
さ
と
手
法

に
つ
い
て
【
講
師
】
目
黒
公
郎
氏
（
東
京

大
学
大
学
院
教

授
）　

▼
定
員
＝

50
名
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
＝
12

月
６
日
（
火
）
か

ら
電
話
に
て
（
手
話
通
訳
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
申
し

込
み
可
）　

▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
・
託

児
の
申
し
込
み
は
、
平
成
24
年
１
月
６
日

（
金
）
ま
で
に
要
予
約
／
当
日
、
受
講
者

へ
マ
グ
ネ
ッ
ト
付
Ｌ
Ｅ
Ｄ
非
常
灯
を
配
布

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８　

22
局
０
１
８
０

叙
勲
・
褒
章

東
三
河
地
域
防
災
研
究
協
議
会

防
災
セ
ミ
ナ
ー　

受
講
者

▲胸骨圧迫（心臓マッサージ）

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。　▶広報秘書課☎22局0138

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者
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大
久
保
地
区
で
平
成

24
年
秋
に
分
譲
す
る
予

定
の
宅
地
分
譲
地
の
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

　

親
し
み
や
す
い
愛
称

を
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

※
例
＝
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
久
保

▪
応
募
方
法

1
建
築
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・
渥

美
支
所
・
中
央
図
書
館
に
あ
る
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
配

布
場
所
に
あ
る
応
募
箱
へ
提
出
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

2
任
意
の
様
式
の
場
合
は
、
愛
称
・
愛
称

を
付
け
た
理
由
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業

を
明
記
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　

Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て　

※
は
が
き
の

場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

▪
締
め
切
り

平
成
24
年
１
月
10
日
（
火
）

▪
選
考

選
考
委
員
会
を
結
成
し
、
選
考
の
う
え

決
定

▪
賞
品

採
用
の
愛
称
１
点
に
図
書
カ
ー
ド
１
万

円
分
を
贈
呈
（
同
名
応
募
複
数
の
場
合

は
抽
選
）
／
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で

20
名
に
図
書
カ
ー
ド
１
０
０
０
円
分
を

進
呈

▪
発
表

◦
広
報
た
は
ら
に
掲
載
予
定

◦
採
用
者
に
は
直
接
通
知

❖
留
意
点

◦
名
称
は
未
発
表
の
も
の
で
一
人
３
点
ま

で
と
し
、
共
同
作
品
で
な
い
も
の
と
し

ま
す
。

◦
採
用
さ
れ
た
名
称
の
す
べ
て
の
権
利

は
、
田
原
市
お
よ
び
田
原
市
土
地
開
発

公
社
に
帰
属
し
ま
す
。

◦
個
人
情
報
は
適
正
に
管
理
し
、
今
回
の

愛
称
募
集
に
必
要
な
業
務
の
み
に
使
用

し
ま
す
。

▪
宅
地
分
譲
地
（
大
久
保
地
区
）
の
概
要

▼
土
地
利
用
面
積
＝
５
万
５
４
０
㎡　

▼
全
体
分
譲
区
画
数
＝
１
０
１
区
画
（
第

１
期
分
譲
：
平
成
24
年
秋
を
予
定
）

※
分
譲
に
関
す
る
情
報
は
決
定
し
だ
い
、

広
報
た
は
ら
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
建
築
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
２
７　

22
局
３
８
１
１

　

kentiku@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
開
催
日
時
／
受
講
料

＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負

担
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ

ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）

▼
定
員
＝
い
ず
れ
も
20
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
希

望
コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の
有
無
を
明

記
）
※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）
／
年
末
年
始
（
12
月
28
日
～

平
成
24
年
１
月
４
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受

講
中
・
申
込
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時

に
２
コ
ー
ス
ま
で
申
込
可
／
メ
デ
ィ
ア
研

修
室
は
、
一
般
の
グ
ル
ー
プ
研
修
な
ど
で

も
利
用
可
（
有
料
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

※パソコンの環境　OS：Windows Vista　／使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft 
Word2007、Excel2007、PowerPoint2007、IBMホームページビルダー13

■パソコン教室
コース 開催日時 受講料

はじめての
インターネット・電子メール

H24／1／18水・20金
9:30～11:30 無料

表計算初級 H24／1／25水・27金・2／１水・3金
9:30～11:30 1,000円

ホームページ作成初級 H24／1／25水・27金・2／１水
13:30～16:30 1,500円

デジカメ写真の活用 H24／1／18水・20金
13:30～16:30 1,500円

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

宅
地
分
譲
地
の
愛
称

（
大
久
保
地
区
）

長興寺

滝頭山

南部小文

渥美農業高校

黒河湿地
植物群落

南部
保育園

コンビニエンス
ストア

田原署

文
大久保 稲場

大久保南

黒河

大草団地入口

大久保西 宅地分譲地

■宅地分譲地の位置
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▼
ど
な
た
で
も
（
小
学
校
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
／
内
容
／
参
加

料
＝
表
の
と
お
り　

▼
定
員
＝
20
名
（
先

着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０

　

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
中
学
２
年
生
以
上　

▼
日
時
＝

平
成
24
年
１
月
25
日
（
水
）
～
２
月
29
日

（
水
）
の
期
間
の
毎
週
水
曜
日
（
全
６
回
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時　

▼
場
所
＝
田
原

文
化
会
館
２
０
１
会
議
室
な
ど　

▼
講
師

＝
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ル
ー
ク
氏
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

▼
定
員
＝
25
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
申
し
込
み
＝
平
成
24
年
１
月

13
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
・
は
が
き
の
場
合
は
、
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
生
の
場
合

は
学
校
名
と
学
年
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

田
原
市
で
は
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
成

人
の
週
１
回
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
を
50
％

に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

目
標
達
成
の
た
め
、「
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
設
立
の
準
備
を
進
め
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
運
動
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
よ
い
機
会
で
す
。
見
学
・

体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
／
開
催
日
時
／
場
所
＝
表
の
と
お

り　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル・
は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・Ｅ
メ
ー
ル・

は
が
き
の
場
合
は
、
郵
便
番
号・住
所・氏
名・

電
話
番
号
・
学
生
は
学
校
名
と
学
年
を
明

記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

東
三
河
地
域
防
災
研
究
協
議
会
（
東
三

河
５
市
と
豊
橋
技
術
科
学
大
学
で
構
成
）

で
は
、
津
波
に
関
す
る
意
識
啓
発
を
図
る

資
料
を
作
成
す
る
た
め
、
東
三
河
地
域
沿

岸
域
の
津
波
の
歴
史
と
そ
の
被
害
に
つ
い

て
の
文
献
や
言
い
伝
え
な
ど
の
情
報
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
電
話
に
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
＝
平
成
24
年
１
月
10
日（
火
）

ま
で　

▼
そ
の
他
＝
文
献
な
ど
を
一
時
的

に
お
借
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８　

23
局
０
１
８
０

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

モ
デ
ル
教
室　

参
加
者

■総合型地域スポーツクラブモデル教室
教室名 対象 日時 受講料 場所

硬式空手道 幼児～
一般

H24／1／7土～
（毎週土曜日）16：00～17：00 1000円／月

田原市
総合体育館
第２武道場かんたんヨガ１ 一般 H24／1／12木～2／9木

（毎週木曜日）13：30～14：30 1000円

かんたんヨガ２ 一般 H24／2／16木～3／15木
（毎週木曜日）13：30～14：30 1000円

パフォーマンスダ
ンスおよび大道芸

幼児～
一般

H24／1／13金～
（毎週金曜日）19：00～21：00 1000円／月 泉市民館

※見学・体験もできます。

生
涯
学
習
講
座

初
級
英
会
話
教
室　

受
講
生

■吉胡貝塚資料館　冬の体験講座
日時 講座名 内容 参加料

H24／1／15日
9：00～12：00 土器づくり

粘土で縄文土器を作ります。
2/26日13：00 ～ 16：00 に
は、作った土器を焼き上げます。

300円

H24／1／29日
13：00～16：00 つる編みのカゴづくり 野山に生えているつるを使って素

朴なカゴを作ります。 300円

H24／2／12日
13：00～16：00 貝のおひなさまづくり 貝に布や色紙を貼って作る手の

ひらサイズの貝びなです。 400円

H24／3／4日
13：00～16：00

縄文編みの
小物入れづくり

縄文時代の編み方を使って紙バ
ンドで小物入れを作ります。 300円

吉
胡
貝
塚
資
料
館

冬
の
体
験
講
座　

参
加
者

津
波
・
津
波
被
害
に
関
す
る「
文
献
」

「
言
い
伝
え
」を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

平成23 年12月1日 　  　　　　　　　　│ 20 │



▪
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
市
町
村

で
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。登
録
は
生
涯
に
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
で
す
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

き
れ
い
な
地
球
を
未
来
の
た
め
に

　

冬
は
、
一
年
中
で
最
も
空
気
が
汚
れ
や

す
い
季
節
で
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
を

も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
年
々
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
家
庭
で
で
き
る
小
さ
な

心
が
け
で
、
地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◦
重
ね
着
な
ど
の
工
夫
で
暖
房
は
19
℃
を

目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
照
明
や
電
化
製
品
は
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ

チ
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

◦
こ
た
つ
な
ど
の
設
定
温
度
は
こ
ま
め
に

調
節
し
ま
し
ょ
う
。

◦
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
、
急
発
進
、

急
加
速
を
避
け
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

◦
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
大
変
混
雑

し
、
入
場
す
る
ま
で
30
分
以
上
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
日
に
地
区

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
年
末
に
ご
み
を
持
ち
込
む
場

合
は
、
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
事
前
に

自
宅
で
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
回
収

し
て
い
ま
せ
ん
。

▪
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

【
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
】
も
や
せ

な
い
ご
み
・
空
缶
・
小
物
金
属
・
ガ
ラ

ス
び
ん
・
紙
類
・
布
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト

レ
イ
・
有
害
ご
み
・
粗
大
ご
み
（
剪
定

木
・
枝
類
、草
は
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー

の
み
）

【
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭
生
館
】

も
や
せ
る
ご
み

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
27
局
０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
３
２
２

◦
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
よ
う

　

放
し
飼
い
の
犬

が
、
子
ど
も
な
ど

を
追
い
か
け
て
ケ

ガ
を
さ
せ
た
り
、

犬
自
身
が
交
通
事

故
に
遭
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
き
ち
ん
と
鎖

な
ど
で
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
犬
の
首
輪
に
は
必
ず
鑑
札
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
鑑
札
が
付
い
て
い
な
い

と
、
野
良
犬
と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。

◦
フ
ン
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
し
よ
う　

　

散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
は
、
道
路
や
公
園

に
放
置
せ
ず
、
必
ず
責
任
を
も
っ
て
処
理

し
ま
し
ょ
う
。
処
理
後
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の

投
棄
も
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
請
求

期
限
内
に
請
求
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国

の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、

平
成
22
年
６
月
16
日
現
在
、
日
本
国
籍
を

有
す
る
ご
存
命
の
方
（
特
別
措
置
法
施
行

日
［
平
成
22
年
６
月
16
日
］
以
降
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
相
続
人
は
、
請
求
で
き
ま

す
。
施
行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

遺
族
な
ど
は
、
対
象
外
）　

▼
請
求
受
付

期
限
＝
平
成
24
年
３
月
31
日

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金　
事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当
（
受

付
時
間
：
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

◎
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
９
）２
０
４

◎
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
方
は

☎（
03
）５
８
６
０
局
２
７
４
８

各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
は
、ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、各

施
設
の
年
末
・
年
始
の
業
務
日
に
つ
い

て
は
、24
ペ
ー
ジ「
年
末
・
年
始
の
業
務

の
お
し
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
末
の
ご
み
処
理
は
お
早
め
に

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
の
防
止
に

ご
協
力
を
！

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ま
へ

ご協力を
お願いします！
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年
に
１
度
は
健
診

を
受
け
て
自
分
の
身

体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
＝
12
月
31
日
（
土
）
ま
で
の
診
療

時
間
内　

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関

▼
持
ち
物
＝
受
診
券
（
６
月
に
郵
送
済
）、

保
険
証　

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料

▼
そ
の
他
＝
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
再
発
行
（
12
月
16
日
ま
で
）
し
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

田
原
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
費
自

己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
助
成

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
、
後
期

高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

◦
対
象

【
障
害
者
】
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
、
じ

ん
臓
機
能
障
害
４
級
、
進
行
性
筋
委
縮

症
４
～
６
級
の
方
②
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ

判
定
の
方
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
・
２
級
④
自
閉
症
状
群
（
診
断
書

が
必
要
）

【
ひ
と
り
暮
ら
し
】
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
①
単
身
で
生
活
を
営
ん
で
お

り
、
同
一
敷
地
内
に
親
族
が
住
ん
で
い

な
い
方
②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
方

③
親
族
か
ら
金
銭
的
援
助
を
受
け
て
い

な
い
方

【
ね
た
き
り
・
認
知
症
】
介
護
保
険
の
要

介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て
い
て

３
か
月
以
上
要
介
護
状
態
が
継
続
し
て

い
る
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

▪
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
、
父

母
の
前
年
の
所
得
が
所
得
制
限
額
以
下
の

方
に
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
①
母
子
家
庭
（
父
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
家
庭
を
含
む
）
の
母
お
よ
び
児

童
②
父
子
家
庭
（
母
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
家
庭
を
含
む
）
の
父
お
よ
び
児
童
③
父

母
の
い
な
い
児
童　

※
い
ず
れ
も
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
日
の

属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で

▪
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
（
入
院
）

▼
対
象
＝
精
神
疾
患
で
入
院
し
て
い
る
方

▼
助
成
額
＝
入
院
時
の
自
己
負
担
額
（
保

険
適
用
分
）
の
半
額
（
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
・
２
級
を
お
持
ち
の
方
は
全

額
）　

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
病
名
な

ど
を
記
載
し
た
診
断
書
・
診
療
点
数
と
受

診
者
の
氏
名
が
明
記
さ
れ
た
領
収
書
、
保

険
証
、
本
人
の
通
帳
、
印
鑑

▼
保
険
年
金
課　

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

▪
地
区
計
画
の
決
定

　

大
久
保
町
仲
原
地
内
に
て
田
原
市
土
地

開
発
公
社
が
進
め
て
い
る
宅
地
開
発
に
つ

い
て
、
周
辺
地
域
と
調
和
の
と
れ
た
ゆ
と

り
あ
る
街
並
み
の
形
成
を
図
る
た
め
、
地

区
計
画
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
計
画
案
を
次
の
と
お
り
縦

覧
し
ま
す
。

▼
計
画
の
区
域
＝
田
原
市
大
久
保
町
仲
原

地
内　

▼
計
画
案
説
明
会
＝
【
日
時
】
12

月
15
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～
【
場
所
】

市
役
所
大
会
議
室
（
北
庁
舎
１
階
）

▪
用
途
地
域
の
変
更

　

お
よ
び
地
区
計
画
の
決
定

　

田
原
浦
片
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

良
好
な
市
街
地
の
形
成
・
土
地
利
用
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
用
途
地
域
の
変

更
お
よ
び
地
区
計
画
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
計
画
案
を
次
の
と
お
り
縦

覧
し
ま
す
。

▼
計
画
の
区
域
＝
田
原
市
浦
町
お
よ
び
片

浜
町
地
内　

▼
計
画
案
説
明
会
＝【
日
時
】

12
月
15
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分
～
【
場

所
】
市
役
所
大
会
議
室
（
北
庁
舎
１
階
）

◎
共
通
事
項

▼
縦
覧
期
間
＝
12
月
８
日
（
木
）
～
22
日

（
木
）
／
市
役
所
執
務
時
間
中　

▼
縦
覧

場
所
＝
街
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
北
庁

舎
２
階
）　

▼
そ
の
他
＝
こ
れ
ら
の
案
に

つ
い
て
、
田
原
市
民
お
よ
び
利
害
関
係
を

有
す
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で

に
田
原
市
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

東
三
河
都
市
計
画

も
う
お
済
で
す
か
？

特
定
健
診
は
12
月
末
ま
で

■母子家庭等医療費助成の
　所得制限額
扶養親族数 所得制限額

0人 192 万円

1人 230 万円

2人 268 万円

3人 306 万円

4人目以降の
加算額 38 万円

医
療
費
の
助
成
制
度
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給
料
・
報
酬
・
料
金
・
利
子
・
配
当
な

ど
を
一
定
額
以
上
支
払
っ
た
場
合
は
、
支

払
先
の
住
所
・
氏
名
・
支
払
額
な
ど
を
記

載
し
た
書
類
（
法
定
調
書
）
を
税
務
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
分
の
提
出
期
限
は
１
月
31
日

（
火
）
で
す
。
法
定
調
書
の
作
成
や
提
出

の
仕
方
な
ど
、
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

　

平
日
に
納

税
す
る
こ
と

が
困
難
な
方

の
た
め
に
、

休
日
収
納
窓

口
を
開
設
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
25
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時　

▼
場
所
＝
市
役
所
南
庁

舎
１
階
ロ
ビ
ー　

▼
業
務
内
容
＝
市
税
の

収
納
、
市
税
等
口
座
振
替
申
込
書
の
受
付

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

法
人
や
個
人
で
工
場
や
事
務
所
、ア

パ
ー
ト
、農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
方
が

所
有
し
て
い
る
事
業
用
の
有
形
減
価
償
却

資
産
の
う
ち
、土
地
、家
屋
、自
動
車（
軽
自

動
車
含
む
）以
外
の
も
の
は
、償
却
資
産
と

し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、

申
告
が
必
要

で
す
。

　

原
則
と
し

て
、
決
算
の

と
き
に
減
価

償
却
資
産
と

し
て
計
上
し

た
も
の
は
、

す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
構

築
物
で
あ
っ
て
も
家
屋
と
し
て
固
定
資
産

税
の
対
象
と
な
る
も
の
や
、
自
動
車
・
原

動
機
付
自
転
車
お
よ
び
一
部
の
農
耕
用
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の
は
償
却
資
産

の
範
囲
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
変
更
が
な

く
て
も
、
取
得
価
額
の
合
計
が
免
税
点
以

下
で
あ
っ
て
も
、申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
資
産
が
あ
る
場
合
は
、
平
成

24
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
１
月

31
日
（
火
）
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
12
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

▪
電
子
申
告
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
方
税
の
手
続
き
が

で
き
る
「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
を
利
用
し
て
、

償
却
資
産
の
申
告
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
10
月
３
日
、
東
部
中
学
校
協
力
会
様
、

同
校
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
様
、
同
校
同
窓

会
様
か
ら
東
部
中
学
校
開
校
50
周
年
記
念

事
業
の
た
め
、
屋
外
時
計
塔
１
基
。

▼
10
月
４
日
、
近
藤
喜
久
生
様
か
ら
文
化

振
興
の
た
め
、
キ
ル
ト
作
品
２
点
。

▼
10
月
27
日
、
株
式
会
社
ジ
ッ
プ
ド
ラ
ッ

グ
様
か
ら
環
境
保
全
活
動
の
た
め
、
金

12
万
７
５
８
円
。

▼
11
月
２
日
、
三
河
ミ
ク
ロ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

彦
坂
直
政
様
か
ら
市
立
小

中
学
校
・
保
育
園
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

推
進
お
よ
び
環
境
教
育
の
向
上
の
た
め
、

草
花
用
培
土
バ
ラ
33
㎥
、
袋
８
４
０
袋
。

▼
11
月
24
日
、
豊
橋
信
用
金
庫　

理
事
長

吉
川
一
弘
様
か
ら
地
域
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
図

書
カ
ー
ド
２
３
５
万
円
相
当
。

償
却
資
産
の
申
告

法
定
調
書
の
提
出

市
税
の
休
日
収
納
窓
口
を
開
設

区分 資産

❶構築物 温室 ･ 育苗用ハウス、ビニールハウスやアクリルハウスな
どの各種ハウス ･ アパートのフェンス ･ 駐車場の舗装 など

❷機械および装置
暖房機 ･ 温風機 ･ 消毒機 ･ 結束機 ･ 花選別機 ･ 花用冷
蔵庫 ･ 潅水設備・二重カーテンなどの農業用機械および
装置、旋盤・プレスなどの産業用機械および装置 など

❸船舶 ボート ･ 漁船 など

❹航空機 飛行機 ･ ヘリコプター など

❺車両および運搬具 フォークリフト ･ 構内運搬車 など

❻工具･器具および備品 エアコン ･ パソコン ･ 机 ･ いす ･ 陳列ケース など

■償却資産の対象となる資産（例）
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月　日　

 施設名・電話番号

12 月 １月
27

（火）
28

（水）
29

（木）
30

（金）
31

（土）
１

（祝）
2

（振）
3

（火）
4

（水）
５

（木）

市役所 22-1111 ○ ○ 出生や婚姻などの届出は、北庁舎１階の宿日直室にて受け付
けます。 ○ ○

赤羽根市民センター
（旧赤羽根支所） 45-3111 ○ ○ ○ ○

渥美支所 33-1111 ○ ○ 出生や婚姻などの届出は、１階の日直室にて受け付けます。
（午前8時30分～午後5時15分） ○ ○

田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター ○ ○ ○ ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○ ○
リサイクルプラザ 23-7191 ○ ○ ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ○ ○ ○ ～正午 ○ ○
東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○ ○ ～正午

赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○ ○ ～正午

渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○ ○ ～正午

田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○
中央図書館 23-4946 ○ ○
情報センター 22-7200 ○ ○
市民活動支援センター 22-1111

内線 812 ○
赤羽根文化会館 45-3939 ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○ ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○ ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-7300 ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ ○
緑が浜公園（野球場・多目的広
場・パターゴルフ・テニスコート） 23-2663 ○ 午前９時～午後５時

（受付は午後４時まで） ○

赤羽根文化広場 45-2823 ○
パターゴルフのみ午前９時～
午後５時まで無料開放

（道具はご持参ください）
○

渥美運動公園 38-0111 ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○
崋山会館 22-1700 ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○ ○ ○ ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○

蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ 午前５時～
午後４時 午前10時～午後４時 ○

田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ ○ ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○

伊良湖クリスタルポルト 35-6631 ○ ○ ○ ○ ○ 早朝営業の予定（時間未定）
※詳しくはお問い合わせください。

あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ ○ ○ ○ 午前７時～
午後５時 ○ ○ ○ ○

■ 年末・年始の業務のおしらせ ○ 平常どおり 時間変更 休業

・サンテパルクたはらは、1月10日（火）～12日（木）の期間、臨時休園します。
・もやせるごみは、地区により収集日が異なります。詳しくは「ごみカレンダー」をご覧ください。



 

◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～12/8木
表浜自然ふれあいフェスティバル
田原市長杯少年野球交流大会

12/9金～12/22木
愛知県市町村対抗駅伝競走大会
自主防災会　一斉防災訓練

12/23金～12/31土 田原市の１年を振り返る

1/1日～1/12木
「新年を迎えて」田原市長あいさつ
渥美半島菜の花まつり

毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦田原市議会　生中継（予定）

10：00から終了まで
◦12/5月、6火 一般質問

※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/
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申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
12
月
15
日
木

消
費
者
生
活
講
座　

お
肌
の
お
手
入
れ

～
自
分
に
あ
っ
た
お
化
粧
の
仕
方
～

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

◉
12
月
18
日
日　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
津
軽
三
味
線

出
演
▼
雅
會

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
12
月
８
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
１
月
２
日
月
・ 

新
春
凧
揚
げ

時
間
▼
午
前
10
時
～

◉
12
月
11
日
日　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
家
の
系
譜
を
知
る

－

そ
の
２

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

場
所
▼
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す

内
容
▼
凧
揚
げ
、
小
凧
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
餅

つ
き
ほ
か

※
凧
揚
げ
は
、
天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
１
月
２
日
月
・　

渥
美
半
島
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

場
所
▼
渥
美
運
動
公
園

対
象
▼
健
康
な
方
（
小
・
中
学
生
は
保
護

者
の
承
諾
が
必
要
）

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
１
０
０
０
円
、

中
学
生
５
０
０
円
、
小
学
生
３
０
０
円

申
し
込
み
▼
渥
美
運
動
公
園
、
田
原
文
化

会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
12
月
22
日
（
木
）
ま
で

に
各
施
設
に
提
出

▼
田
原
市
体
育
協
会

☎
22
局
６
０
６
３　

22
局
６
４
５
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

DEC

12

月
の
イ
ベ
ン
ト

1

❖フェリーで冬の船旅をしよう！
冬の船旅をより魅力的にするイベントを開催します。ぜひご参加ください。
▶鳥羽伊良湖航路活性化協議会事務局☎（０５９９）２５局１１０１

■　洋上コンサート ～フェリーでつなぐ渥美・伊勢志摩交流イベント～

洋上で奏でる演奏を聴きながら船旅を楽しみませんか。

開催便◦ 12 月 18 日日伊良湖10：40 発、鳥羽14：10 発の２便
場所◦伊勢湾フェリー特別室
内容◦田原市吹奏楽団によるコンサート
料金◦無料（別途、乗船料が必要）
申し込み◦ 12 月 15 日木までに電話にて
申し込み先◦伊勢湾フェリー㈱☎（0599）25 局 2880

■　フェリー★豊橋カレーうどんでお得
伊勢湾フェリーの利用を促進するために、豊橋市が助成事業を行
います。観光スポットやおいしいグルメを、フェリーとあわせて
お楽しみください。

期間◦平成 24 年 2 月 29 日水まで　
内容◦①豊橋カレーうどんを食べてフェリーに乗るか、フェリーに乗って豊

橋カレーうどんを食べると、どちらかにかかる料金が５００円割引に②フェ
リー乗船券の半券を提示すると、豊橋市内の一部施設利用料が割引に

　※詳しくは、豊橋市ホームページをご覧ください。
問い合わせ先◦豊橋市政策企画課☎（0532）51 局 2182
　　  　　　　　　　 http://www.city.toyohashi.aichi.jp/seisakukikaku/

ISEWAN FERRY
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◉
１
月
３
日
㊋

サ
ン
テ
新
春
フ
ェ
ア

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
甘
酒
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
、餅
つ
き

大
会
、お
正
月
遊

び
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た

は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

　

25
局
１
２
３
５

◉
１
月
15
日
日　

田
原
人
権
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
委
員
会
企
画

講
演
会
「
星
の
音
が
聴
こ
え
ま
す
か
～
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
聴
覚
障
害
～
」

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
師
▼
松
森
果
林
氏
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
エッ
セ
イ
ス
ト
）

入
場
料
▼
無
料

託
児
▼
12
月
20
日（
火
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
１
月
20
日
㊎　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
７
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
ジ
ブ
シ
ー
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

出
演
▼
高
橋
誠
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ン

ド
入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
１
月
10
日（
火
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。お気軽にご相談ください。

12月8日㊍・1月12日㊍
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター相談室（1 階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

★チケットの予約など
指定席のチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売し
なければ翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正午から
電話予約可）前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

★託児サービス（各公演先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

▶生涯学習課 ☎23局3531

狂言とコントが結婚したら

現代狂言Ⅵ
　一昨年、大好評を博した現代狂言が帰ってきます。お笑い
の世界でリーダーシップをとっている南原清隆と、九世野村
万蔵率いる萬狂言がタッグを組み、古典と現代のコラボレー
ションが実現。豪華キャストの共演をお楽しみに。

日 時　平成24年2月11日（土）午後3時開演（30分前開場）
場 所　渥美文化会館 文化ホール
出 演　南原清隆、佐藤弘道、野々村真、安めぐみ
　　　　　　市川由衣、ドロンズ石本、エネルギー
　　　　　  やるせなす、大野泰広、野村万蔵ほか
入 場 料　3,500円　当日4,000円
チ ケ ッ ト　12月18日（日）午前9時から渥美文化会館で前

売り開始

H24/2/11 圡 
全席指定

▲南原清隆（左）、野村万蔵（右）
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心
！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
“
か

ぜ
（
普
通
感
冒
）”
の
類
似
と
誤
解
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
幼
い
子
ど
も
が
急

性
脳
症
に
な
っ
た
り
、
高
齢
者
や
免
疫
力

の
低
下
し
て
い
る
人
が
肺
炎
を
併
発
し
た

り
す
る
な
ど
、
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。“
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
”
と
“
か
ぜ
”
と
の
違
い
を
正
し
く

理
解
し
、
感
染
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
へ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

❖
日
常
生
活
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

◦
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
る

◦
人
ご
み
を
避
け
る

◦
加
湿
器
な
ど
で
適
度
な
温
度
・
湿
度
に

◦
外
出
後
は
手
洗
い
・
う
が
い
を

◦
マ
ス
ク
の
着
用
で
感
染
予
防
を

　

マ
ス
ク
は
、「
感
染
さ
せ
な
い
」
効
果

が
あ
り
ま
す
。
マ
ス
ク
な
し
で
咳
や
く

し
ゃ
み
を
す
る
場
合
は
、
飛
沫
を
広
げ

な
い
よ
う
、
ハ
ン
カ
チ
や
手
で
口
を
覆

い
ま
し
ょ
う
。

❖
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

毎
年
流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
感

染
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
実
際
に

効
果
を
発
揮
す
る
ま
で
に
は
、
約
２
週

間
か
か
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
か
か
り

つ
け
医
な
ど

の
医
療
機
関

へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） １月１４日（土）  ８：50 ～ ９：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室（前期） １月１１日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） １月１７日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター
８～１１か月の第１子とその保護者 
※予約制（定員１６組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
１月１３日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６か月まで１月１６日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

12月11日（日）
北山クリニック ☎23局3946
岡田医院 ☎37局0001
鈴木歯科医院 ☎32局0239

12月18日（日）

國見医院 ☎22局0756
丸山医院 ☎33局0313
きまた眼科 ☎23局1092
平野歯科医院 ☎22局0214

12月23日（金・祝）
第２国見医院 ☎23局2302
川瀬医院 ☎35局1511
清栄歯科クリニック ☎33局0657

12月25日（日）

富永医院 ☎23局1316
山本医院 ☎45局2203
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
岩瀬歯科医院 ☎22局6677

月　日 当直医 電話番号

12月31日（土）
北山クリニック ☎23局3946
昭和医院 ☎32局3749
森下歯科医院 ☎32局2700

1月1日（日・祝）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322
川瀬医院 ☎35局1511
さんくろう歯科クリニック ☎33局1184

1月2日（月・振）
永井医院 ☎22局0227
朽名医院 ☎33局0162
すずき歯科 ☎23局0033

1月3日（火）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
藤岡医院 ☎32局1515
すずき歯科 ☎23局0033

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

◦インフルエンザとかぜの違い
区分 インフルエンザ かぜ

初発症状 発熱・悪寒・頭痛 鼻や喉の乾燥感・くしゃみ

主な症状 発熱・筋肉痛・関節痛 咳・鼻水・鼻づまり

悪寒 高度 軽度で短期

熱と期間 38 ～ 40 度の高熱が３～４
日間続く

微熱

合併症 気管支炎・急性脳症・イ
ンフルエンザ肺炎など

まれ

主な
感染経路 飛沫感染（咳やくしゃみ） 接触感染（手から手へなど）
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１月 ▼１日日･日～４日水、10日火、13日金、
            16日月、23日月、30日月

12月 ▼5日月、9日金、12日月、19日月、
            26日月、28日水～31日土

中央図書館  　23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

図書館休館日

『雪沼とその周辺』
堀江敏幸/著
新潮社

山あいの町に住む人々の暮らし
を丁寧に描いた短編集。静かで
落ち着いた世界や、美しい文章
が印象的です。

『珍獣病院』
田向健一/著
講談社

犬・猫のほかに、リス・カメ・カ
エルなどの『珍獣』が来院する動
物病院の診療日記です。

祝

●中央図書館
　一　般 ▼12月10日圡～  １月12日木　  「あの人に、本を贈ろう」
　子ども ▼12月25日㊐まで　　　　　      「Merry Many X'mas Book」
●赤羽根図書館
　一　般 ▼12月10日圡～  １月12日木　  「おもてなしのこころ」
　子ども ▼12月10日圡～12月25日㊐　  「☆メリークリスマス☆」
　　　　　12月27日火～  １月12日木　　「ドラゴン」
●渥美図書館
　一　般 ▼12月10日圡～  １月12日木     「心も体も温めよう」
　子ども ▼12月10日圡～  １月12日木  　「かぜ、カゼ、なあに？」

◎『２階に行ってみよう！』
中央図書館２階
回廊の奥に、こ
んな場所が！日
当たり良好で開
放的な読書空間
です。

空きびんを使って、スノードームを
作ってみませんか？

▼日時＝12月22日㊍15:00～

▼場所＝中央図書館こどもしつ

▼対象＝小学生

▼定員＝20名（先着順）

▼参加料＝無料

▼申し込み＝12月６日㊋10:00から中央図書館こ
どもしつカウンターへ直接または電話にて

◉中央図書館☎２３局４９４６

◎中央図書館クリスマス工作
　「スノードームをつくろう！」
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詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉脳
の う

トレ「たしざんパズル」
トライして集中力を高めよう。
開催期間◦12月６日火～11日㊐
対象◦小学生以上

◉工
こ う

作
さ く

「パスタ D
デ

E リース」
カラフルなパスタを使って、クリスマ
スリースを作ろう。
開催期間◦12月15日木～21日氺
時間◦午後１時30分～
　　　※材料がなくな
　　　　り次第終了
対象◦小学生以上
参加費◦10円

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

12 月のお休み

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

ハグ
　 （児童センターのみ開催）
日時◦12月21日氺 午前10時～
テーマ◦お金をとおして学ぶこと
　　　　（大切な経済観）

◉みんなで遊
あ そ

ぼう
遊戯室でボールを使って遊ぼう！
日時◦12月24日圡・25日㊐

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）

片足を伸ばし、もう片一
方の足を床に倒し座る。
つま先からももまでさす
ったり、揉みほぐしたり
して筋肉をほぐす。

足首を90度に曲げ、息
を吐きながら骨盤を前に
倒し、つま先を両手でつ
かみ足の裏を伸ばす。

数回繰り返し、逆の足も
伸ばす。

両足を伸ばした状態で数
回繰り返す。ひざの後ろ
を、優しくなでるように
押す。生涯学習課　２３局3531

足の筋肉を丁寧にほぐしてストレッチを行うことで、
ひざ痛や腰痛を予防できます。体が温まっている状
態で、痛くない程度に、ももやふくらはぎなど足の
裏側が伸びるのを感じながら行いましょう。

ストレッチでひざ痛・腰痛予
防！

１

２

３

４

4242

１

２

４

３

　景勝地や美しい自然景観などを楽しむことの
できる卓上カレンダー「２０１２年田原市カレン
ダー」のほか、風光明媚な田原市の風景のイラ
ストをあしらった「田原市イラスト名刺」テンプ
レート（ＷＯＲＤ）を、ホームページ上で配布して
います。
　田原市ホームページのトップページにある
「画像ダウンロードサービス」からダウンロード
し、ご活用ください。

▼広報秘書課☎22局0138

　田原市ホームページで、2012
年田原市カレンダーの配布を行い
ますか？

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp

▲館内で遊んだ後は、自分で片付けるよ

5日⺼、12日⺼、13日㊋、19日
⺼、26日⺼、28日氺～31日土
※4日日は西部児童館のみ休み
◦年始休み1月1日日・日～4日氺

祝

◉休
き ゅ う か ん ま え

館前工
こ う さ く

作イベント
「ありがとう西

せ い ぶ じ ど う か ん

部児童館」
（西部児童館のみ開催）

西部児童館は工事のため12月
12日⺼から休館し、平成24年３
月31日土で閉館を予定していま
す。ぜひお越しください。

日時◦12月６日火 ～11日㊐
　　　 午後１時～４時30分
対象◦小学生以上
参加費◦無料

※西部児童館は、８日
　木の午前10時～正
　午も開館します。
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12

の今月　納税・使用料

月１２月26日

月１２月２6日

固定資産税・都市計画税
（第3期分）

水道料・下水道使用料金
（10・１１月分）

後期高齢者医療保険料
（第６期分）

国民健康保険税
（第７期分）

介護保険料
（第５期分）

口座引落日

納期限

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

渥
美
半
島
の
古
い
「
陸
の
道
」
と
し
て

は
、
太
平
洋
沿
い
を
通
る
「
伊
勢
街
道
」

と
三
河
湾
沿
い
を
通
る
「
○
○
○
街
道
」

と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
街
道
が
あ
り
ま
し
た
。

２　

東
三
河
地
域
防
災
研
究
協
議
会
（
東

三
河
５
市
と
豊
橋
技
術
科
学
大
学
で
構

成
）
で
は
、
津
波
・
津
波
被
害
に
関
す

る
「
○
○
○
○
」「
言
い
伝
え
」
な
ど
の

情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

３　

田
原
市
が
、
○
○
○
○
○
○
度
調
査

で
、
全
国
第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

４　

自
転
車
は
歩
行
者
と
違
い
、
道
路
交
通

法
で
「
車
両
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
○
○
○
○
○
安
全
利
用
五
則
」を
守
り
、

「
正
し
く
・
楽
し
く
・
安
全
に
」
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
12
月
19
日
（
月
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
11
月
号
の
答
え
】
ぶ
ん
か
の
ひ

（
応
募
総
数
50
通
中
、
正
解
49
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

3

4

1

2

人身15件（１75件）
負傷20人（232人）
死亡0人（３人）
物損109件（１251件）

火災1件（30件）
救急157件（1678件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗2件（３5件）
乗物盗5件（44件）
非侵入盗7件　（60件）

※（　）内の数字は平成2３年の累計

田原警察署だより

10月

田原警察署　 23局０１１０

◉みんなでつくろう安心のまち
　犯罪を防いで明るい新年を迎えましょう！
●年末年始に特別警戒を実施
　年末から年始にかけては、人や物の動きが活発になり、
さまざまな事件や事故が懸念されます。警察では、12月１
日木～平成24年１月20日金に警戒を強化します。
❖年末年始に増加が懸念される犯罪
•金融機関を狙った強盗、金融機関などへの行き帰りを
狙ったひったくり
•買い物などで留守の家を狙ったドロボウ
※皆さんも、地域ぐるみで自主防犯を強化し、不審な人  
　　や車を見かけたら、すぐに１１０番通報してください。
❖安全なまちづくり県民運動に参加
　犯罪のない安全で住みよい地域社会をつくるには、「自
分の身は自分で守る」「犯罪者のいない地域社会を自分
たちの力でつくる」という気持ちが大切です。
　もう一度、自分の身のまわりの防犯について、ご家庭や
地域で話し合いましょう。

（　　 ）

0

25

50

75

100

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると節水が開始されるライン（節水率検討）

11/20現在
95.0％

8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20 10/1 10/1010/20 11/1 11/10 11/20

田原市は海と深く関わっています。これからも海を大切にしていきましょう。
●三河湾の水質調査結果

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
立馬崎灯台沖

2月 5月 8月 11月 2月 5月 8月

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

環境基準◎馬草沖・立馬崎灯台沖 2㎎/ℓ以下

環境基準◎三河港大橋・片浜沖 8㎎/ℓ以下
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本誌は再生紙を使用しています。本誌は再生紙を使用しています。

N
o.703 平

成
23

年
１２

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

66,１１０人　総人口

33,３７９人　男性

32,7３１人　女性

21,7１８世帯世帯数

５０出生 ４５人死亡

９８人転入 １１４人転出

－１１人増減 ※増減は１０月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２3年11月１日現在）

落ち葉の下で、虫や生き物た

ちが楽しく遊んでいるよ！

遠近感のある構図で
す。彫りの向きや彫刻刀
を使い分けて、丁寧に
彫ることができました。

評 評
田原南部小学校２年

中神隆志くん

秋まつりで、ヨーヨー風船釣

りをしたのが楽しかったよ。

あき                  　　　　　　　　　　　　ふうせん　つ

　　　　　　　　　　　  たの　　　　　　

　　　　　 

　 　ゆう　　と　　　　　

田原南部小学校６年

　目昇輝くん
くじ　　め　しょう　 き 　 　　  たか　 し

若戸保育園

河合理沙ちゃん（６歳）

鈴木

    聖
子

 先
生

若戸保育園

渡會悠登くん（６歳）

サツマイモの葉や茎をよ
く見て描けました。芋を
掘るときのわくわくした
様子が伝わってきます。

評 保育園の秋まつりは楽しかったね。楽し
かった様子がよく描かれています。

   ほ　いく  えん 　　あき　　　　　　　　　たの　　　　　　　　　　　　たの

　　　　　　よう　す　　　　　　　えが

　　　　

評 紅葉した葉の下で、虫やクマたちが楽しく遊
ぶ様子を、コラージュで表現できましたね。

こうよう　　　　　は　　　した　　　　むし　　　　　　　　　　　　　たの　　　　あそ

 　　よう　す　   　　　　　　　 　　　　　　　ひょうげん

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

木版画 水彩画

   お　　　 ば　　　した　　　　　むし　　　い　　　もの

   　　　　たの　　　　 あそ　

　 　り　　　さ

▼
今
回
の
表
紙
は
、

前
号
か
ら
の
連
続

企
画
で
す
。前
号

で
恋
路
ヶ
浜
の
夜

が
明
け
、そ
し
て

太
陽
が
傾
く
こ
ろ
、波
う
ち
際
に「
遠

き
島
よ
り
流
れ
寄
る
や
し
の
実
ひ

と
つ
」。海
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
無

限
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
今
月
号
の「
古
道
」の
特
集
、実
は

他
の
職
員
が
先
行
し
て
作
っ
て
い
た

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
企
画
番
組
が
面
白
か
っ

た
の
で
、ち
ょ
い
と
テ
ー
マ
を
拝
借

し
ま
し
た（
笑
）。紙
面
と
番
組
は
、切

り
口
や
内
容
を
少
し
変
え
て
あ
り
ま

す
。番
組
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
そ

ち
ら
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い（
７
頁

参
照
）。編
集
し
な
が
ら
改
め
て
感
じ

た
こ
と
は
、渥
美
半
島
の
歴
史
の
奥

深
さ
で
す
。身
近
な
こ
と
に
興
味
を

持
っ
て
掘
り
下
げ
て
み
る
と
、意
外

な
発
見
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、今
以

上
に
、こ
の
ま
ち
に
愛
着
が
わ
く
こ

と
で
し
ょ
う
。（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】「
海
の
道
」を
望
む（
恋
路
ヶ
浜
）
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